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(乳児から)

　　『まり』

　　（クレヨンハウス）

　　作：谷川　俊太郎

　　絵：広瀬　弦

　　『もこもこもこ』

　　(文研出版)

　　作：谷川　俊太郎

　　絵：もとなが さだまさ

読み聞かせ年間指導計画に合わせた絵本(言葉・色・形)

まりの動きに合わせ

ていろいろな音で表

現しています。幼児

組になるとフレーズ

をまねして、音遊び

を楽しめます。

季節に合わせた絵本(水・夏)

絵本の一部を紹介します。
オススメ

絵本の一部を紹介します。
オススメ

(幼児から)

　　『そらまめくんとめだかのこ』

　　(福音館書店)

　　作：なかや　みわ

雨降りの続いたそらま

めくん達の遊び場。

やっと晴れたと思った

ら、そこには大きな水

溜りが・・楽しく心温

まるお話です。

各月齢の絵本選びと
　　　　　　読み方のコツ
各月齢の絵本選びと
　　　　　　読み方のコツ

生後４ヶ月～６ヶ月のお子様の場合

　この時期の視力は、25ｃｍ先のものまでが見える程度で

す。ですから、絵本は絵が大きく、輪郭がはっきりしていて

色も明るくはっきりしているものが適しています。

　また、人間や動物の絵本なら正面を向いて2つ目がそろっ

ているものが認識しやすくなります。聴覚は非常に発達して

いるので、絵本の内容がわかりやすく、身近なリズムのある

言葉で書かれているものを選びましょう。

聴力が発達しているということを念頭において、体をゆすっ

てリズムを楽しみながら絵本を読んだり、文章に

節をつけて歌ったりしながら読みましょう。

また、絵本の中の登場人物を手や指などを

使って演じてみることで、乳児の目線も動

き、絵本の場面への関心を引き出すことが

できます。

《絵本の選び方》

《読み方のコツ》

◎知　育　からだを動かすことで

          大脳の動きが活発になる

◎体　育　運動能力が育つ

◎愛　情　触れ合うことで心の安定を図る

０～１歳：自分でジャンプができる
２～３歳：前回りができる・大縄でへびジャンプ
　　　　　ができる
４歳以上：側転ができる・縄跳びを使って一人で
　　　　　前とびができる

絵本～心のキャッチボール～
2010年第1号

　絵本が好きになるにしたがって、字を覚えたり絵を描いてみたりすることも多くなるでしょう。
物語を楽しみ、想像する面白さをたっぷり味わうと、知的好奇心が膨らみ自分で読みたがるようになっ
ていきます。絵本の読み聞かせは、読み手と聞き手の心のキャッチボールだけでなく、知育にも非常に
有効なものといえます。

１期：絵と読み手の語り掛けに興味を覚え、絵本に関心を持つ。

２期：絵本を楽しむ好奇心が芽生える。

３期：絵と現実が体験を通して、少しずつ一致する。

４期：イメージが膨らみ、次のページに現れることを期待して

　　　　見るようになる。

前期：色・形・大きさ・表情・音・動き・言葉を認識する　
　　　　　　　　　　　
後期：色・形・大きさ・表情・音・動き・言葉を想像する

乳児(０～２歳) 幼児(３～６歳)

◎愛　　情：読み手と絆を深める

◎情　　操：絵本が好きになり、豊かな人間性を育む

◎知　　育：｢想像力｣｢集中力｣が育ち、読み書きへの関心が高まる


